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コミュニティ・スクールとは、「学校運営協議会」を設置している学校のことを指します。学校運営協議会とは、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき
教育委員会より任命された委員（保護者や地域の方も委員の対象）が、一定の権限をもって、学校の運営とそのために必要な支援について協議する合議制の機関です。
調布市教育委員会では、コミュニティ・スクールの導入に向けた準備を進めています。

【主な３つの役割】
●校長が作成する学校運営の基本方針を承認します。　
●�学校運営とそのために必要な支援について、教育委員会又は
校長に意見を述べることができます。
●�教職員の任用に関して、教育委員会規則で定める事項につい
て教育委員会に意見を述べることができます。

　地域学校協働本部は、地域コーディネーターが中心になって、学校で必要
な支援（授業補助、体験活動、登下校の見守り、環境整備等）を大学生や地域
の方とともに行うところです。市内全校に導入されています。
　今後は、地域コーディネーターを委員に加えた学校運営協議会で目標や
ビジョンを学校と地域住民等が共有しながら、具体的な計画を立て、その実
現のために地域学校協働本部が中心となって活動を行います。
　学校運営協議会と地域学校協働本部を一体的
に推進することで、教育活動の一層の充実につ
ながります。

【地域学校協働本部の活動例】

【導入の効果】
●�保護者・地域住民等も子どもたちの教育の当事者となり責任を
もって教育に携わることができるようになります。
●�保護者や地域住民等による学校運営や教育活動への参画は、
自己有用感※や生きがいにつながるとともに子どもたちの学び
や体験が充実します。
●�保護者や地域住民等と学校が「顔が見える」関係となり、保護
者や地域住民等の理解と協力を得た学校運営が実現します。
●�学校・家庭・地域の適正な役割分担により、学校がより教育活
動に注力することができるようになります。

※「自己有用感」…他人の役に立った、他人に喜んでもらえた等の自己評価

調布市立小・中学校でコミュニティ・スクールの導入を進めています調布市立小・中学校でコミュニティ・スクールの導入を進めています

・子どもたちを取り巻く環境や学校が抱える課題は複雑化・多様化しており、学校・家庭・地域の連携・協働の重要性が指摘されています。
・学校が抱える課題の解決、未来を担う子どもの豊かな成長のためには、社会全体で関わる教育の実現が不可欠となっています。
・�学校と地域住民等が「地域でどのような子どもたちを育てるのか」「何を実現していくのか」という目標やビジョンを共有し、地域と一体となって子どもたち
を育む学校へ転換していくことが重要となっています。
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学校運営協議会制度の概要

「学校運営協議会」と「地域学校協働本部」の関係

日　時：令和５年１月 28 日（土）午前９時 30 分～ 11 時 30 分 
テーマ：「コミュニティ・スクールで学校はどう変わるのか」 
※�申込方法・会場など詳細は、今後市ホームページ等でご案内します。多くの方のご参加をお待ち
しています。

　令和５年４月にモデル校３校（第三小学校、上ノ原小学校、第五
中学校）でスタートする予定です。
　その後段階的に導入し、令和７年４月の全校導入を目指します。

コミュニティ・スクール導入の今後の予定

地域とともにある学校づくりを目指し学校運営協議会を導入地域とともにある学校づくりを目指し学校運営協議会を導入

令和４年度調布市教育シンポジウム開催（予定）令和４年度調布市教育シンポジウム開催（予定）

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の仕組み

市区町村教育委員会
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【上ノ原小】家庭科授業支援の様子 【北ノ台小】放課後算数補習教室の様子 【第七中】放課後おもしろ実験教室の様子【調和小】図書ボランティア読み聞かせの様子 【調和小】農園体験活動の様子

問合せ／指導室　☎481-7480

学校運営協議会

地域と目標やビジョンを共有

学校と
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地域
コーディネーター

委員として参画 人材・活動などの
コーディネート

地域学校協働活動

学校運営・その運営に必要な
支援に関わる協議など

地域学校協働本部



●【教育委員会の会議を傍聴しませんか】 定例会は原則、毎月第４金曜日の朝10時から開催しています。傍聴を希望される方は、会議当日に教育会館３階研修室へお越しください。
　（会議日程は変更となる場合があります。詳しくは市ホームページをご確認ください。）
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開会式では、スローガンを元
気に発表しました。競技以外で
のマスク着用、水分補給を適宜
行うなど熱中症対策の工夫を講
じました。また、保護者参観につ
いても学年ごとに参観時間や人
数制限を設け、感染症対策を講
じて実施しました。

タブレットのカメラとビーズを
組み合わせて「レーウェンフック
型」の顕微鏡を作って身近にあ
る様々な物を拡大して観察しま
した。科学センターは通常50名
ですが、現在は40名に人数を制
限し感染予防策を徹底したうえ
で講座を行っています。

NTT東日本グループと調布
市の連携により取り組んでいる
超小型のバイオガスプラントの
実証事業において、給食調理残
菜を液体肥料や再生可能エネル
ギーにするまでの過程を学びま
した。タブレットの写真や動画で
撮影することで、児童は主体的
に学習に取り組むことができま
した。

現在、本年度で最終年度となる現行のプラン・計画について、次期プラン・
計画の策定を進めております。今後、教育委員会における協議やパブリック・
コメントの実施等を進めながら、今年度内に策定してまいります。（策定を
進めている主なプラン・計画は以下のとおりです。）

●次期「調布市教育プラン」（計画期間：令和５～８年度）
調布市教育プランは教育基本法第17条第２項の規定に基づき、調布市
教育委員会が定める教育振興基本計画です。教育環境を取り巻く課題に対
し、調布市の各種計画等と整合性を図りながら教育施策を計画的に推進す
るため策定するものです。

詳細は市 HP 参照（右 QRコードからアクセス可）。
問合せ／教育総務課 ☎481－7465

●次期「調布市社会教育計画」（計画期間：令和５～８年度）
　社会教育分野における課題に適切に対応し、社会教育施設を中心に市
民生活や文化を高揚させる学びの拠点としての役割、機能を充実させ、自
主的学習活動の支援を行うため策定するものです。

詳細は市 HP 参照（右 QRコードからアクセス可）。
問合せ／社会教育課 ☎481－7487

●次期「調布市特別支援教育推進計画」（計画期間：令和５～８年度）
　障害のある児童・生徒の自立や社会参加に向けて、一人一人の教育的ニー
ズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善または克服
するために、適切な指導及び必要な支援を行う特別支援教育を推進するた
め策定するものです。

詳細は市 HP 参照（右 QRコードからアクセス可）。
問合せ／指導室 ☎481－7585

本校は東京都教育委員会から、優れた
オリ・パラ教育を行っている学校として表
彰を受けた、「オリ・パラ教育レガシーアワー
ド校」です。「ボランティアマインド」としては、
地域学校協働本部を中心に地域と連携し
た地域清掃、「障害者理解」では、パラアス
リートを招聘してのあすチャレ!スクールや、
車椅子・点字等の福祉体験、また「豊かな
国際感覚」を身に付けるため、家庭科での「浴衣の着付け体験」等を計画しています。
また、SDGsを意識した持続可能な取組も推進しています。各種お便りをデータで
配信し、ペーパーレスを図ることによる環境保全、生徒の委員会の男女枠の一部廃
止や、標準服の「スラックス・スカート」「ネクタイ・リボン」を選択制にすることによる、ジェ
ンダー平等といった意識の醸成が生徒にも浸透してきています。

本校の教育活動を進めていくうえで保
護者・地域の方々のご支援・ご協力は何
よりの力となっています。令和２年度に
実施しました、開校50周年イベントでは、
コロナ禍で制限が多々あった中、少しで
も子どもたちのためにと、バルーン・リリー
スをご準備いただき、卒業式・入学式に
は応援メッセージの垂れ幕を作っていた
だきました。暑さにより熱中症が心配さ
れる昨今、プールに大きな日よけを設置していただきました。子どもたちを愛してく
ださる地域の方々の様々なご支援、つまり地域力が、本校の何よりの自慢です。
これからも、地域の方々と共に子どもたちの未来を育んで参ります。

地域の方々と共に地域の方々と共に 地域とともに新たな四中に向かって地域とともに新たな四中に向かって
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運動会（柏野小学校）

学校給食調理残菜の再資源化と
環境学習の取組（深大寺小学校）

科学センター「顕微鏡を作って観察しよう」

教育委員会が策定を進めているプラン・計画

地域と連携した地域清掃浴衣の着付け体験

感染状況を踏まえた学校教育活動

バルーン・リリース準備の様子

車椅子の福祉体験

入学式の応援メッセージ垂幕プールに大きな日よけを設置いただきました

問合せ／指導室　☎481-7480



●�【染地分館（休館中）の臨時窓口の開設】 ９月24日（土）から12月25日（日）までの土・日曜日の午後１時～４時、多摩川自然情報館学習室に臨時窓口を開設します。予約の本の受取り、本の返却のみ行います。詳細は各図書館
にお問合せ下さい。

☆紙面上では市外局番の042の表記を省略していますちょうふの教育No.85 （3）

平成４年、市立第三小学校の校庭整備工事に伴い行われた、上石原遺跡
第15地点の発掘調査で二彩多口瓶２点が出土しました。この二彩多口瓶は、
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ました。奈良三彩は中国の唐三彩の影響を受け、奈良時代から平安時代初
期に日本国内で作られた陶器です。壺の上部に大きな口が１つあり、その周
りの肩部にやや小さめの口が４つ付いた特殊な形をしています。このような
多口瓶は寺院跡から出土する事例が多いことから、仏具や祭祀具などとし
て用いられたものと考えられています。奈良三彩の多口瓶は、ほとんどが奈
良県・京都府から出土しており、本例のように東日本の集落遺跡から２点も
出土するのは極めて稀です。
もともとは緑

りょくゆう
釉と白

はくゆう
釉が施されていましたが、被熱のため、器面は赤褐色

や黄褐色に変色しています。出土状況などから、10世紀初期に高温の火を
受ける祭祀行為で用いられた後、他の土器とともに廃棄されたものと推測
されます。中央と同様の仏
教儀礼が東国でも行われて
いたことを証明する学術上
価値が高い考古資料として、
平成19年３月15日付けで
都指定有形文化財（考古資
料）に指定されました。

郷土博物館では、令和２年５月から公式ツイッターの運用
を開始しています。開館情報、展示・イベント情報、収蔵資料
の紹介、四季の話題など、博物館の様子や調布の歴史・文化
に関する情報を随時お知らせしています。
アカウント　@chofu_museum
アドレス　　https://twitter.com/chofu_museum

調布っ子“夢”発表会は、子どもたちに自由で夢のある意見発表の機会を提供すると
ともに、活動を通して、まちづくりへの参加意識を高めることを目的に開催しています。
市内の小学校５校から５年生１０人が、「わたしが考える未来の調布」

というテーマで、自由で夢のある意見を発表します。

学務課では、例年、夏休み期間中に文化会館たづくり調理室に
て、市内在住の小・中学生と保護者を対象とした親子料理教室を開
催しています。
今年度も感染拡大防止の観点から、市ホームページ（下のQRコー
ドからアクセス可）にて、小学校の学校給食調理員が調理方法を

実演する動画配信を行いました。
レシピも掲載していますので、

ぜひ、ご自宅等に
おいて親子で調理
する際の参考にし
てください。

調布市立学校では、感染症対策を講じながら、児童・生徒が学
校給食を通じ、「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、
健全な食生活を実践することができるよう、創意工夫による食育
を推進しています。
その一例として、令和元年度に調布市で開幕したラグビーワー
ルドカップ2019™日本大会や、令和３年度に開催された東京
2020大会に伴い、学校給食で様々な世界の料理を提供しました。
児童・生徒が学校給食を通じ世界の食文化を学び、日本の風
土・食文化への理解はもとより、国際理解を深め
ることをねらいとしております。
各校の献立のレシピを市ホームページで紹介し
ていますので、ぜひご家庭でもお試しください。

市内３か所の東部・西部・北部各公民館で
は、毎年、利用団体の学習活動の発表の場、
地域の交流の場として地域文化祭を開催し
ています。令和４年度は、令和４年１０月２９
日（土）から１１月６日（日）まで（１０月３１日は
休館日）の８日間、各公民館で開催します。
感染対策を講じながらサークル作品展示や
発表、趣向を凝らしたイベントなどをご用意
しています。ぜひお立ち寄り、ご観賞ください。
【東部公民館】調布市若葉町１-29-21	 ☎03-3309-4505
【西部公民館】調布市上石原３-21-6	 ☎042-484-2531
【北部公民館】調布市柴崎２-５-18	 ☎042-488-2698
※詳細は各公民館にお問合せください。

　施設改修工事のため、令和５年３月31日(金)
まで休館しています。令和５年４月１日（土）午前
９時までブックポストも使えません。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解
ご協力をお願いします。

宮の下分館は昭和47年７月24日に開館し、今年で開館50周年を迎え
ました。また、佐須分館は昭和57年７月13日に開館し、今年で40周年を
迎えました。
そこで宮の下分館と佐須分館では、開館当時の様子を写した懐かしい
写真パネルの展示や「わたしととしょかん」と題した地域の利用者からの
お祝いカードを掲示しました。また「じろ」の似顔絵の募集や、図書館が
発行している『このほんよんで！』を中心にした本の内容をクイズにしたも
のに挑戦してもらうなど、子どもや大人向けの各種イベントを実施し、多
くの利用者の方に楽しんでいただきました。
さらに、９月３日に調和分館が平成14年の開館から20周年を迎え、９
月末まで写真展示を行っています。
これからも地域のみなさまに愛される図書館づくりを目指していきます。

郷土博物館公式ツイッターを運用しています

夏休み親子料理教室（動画配信）について夏休み親子料理教室（動画配信）について

小・中学校における食育の取組について小・中学校における食育の取組について令和４年度地域文化祭

図書館染地分館臨時休館のお知らせ
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調布の文化財 調布市立図書館調布市立図書館
調和分館 宮の下分館佐須分館
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問合せ／図書館　☎441-6181問合せ／郷土博物館　☎ 481-7656

問合せ／図書館　☎441-6181

問合せ／学務課　☎481-7476

問合せ／学務課　☎481-7476

問合せ／郷土博物館
☎481-7656

問合せ／社会教育課　☎481-7490

上石原遺跡第15地点出の二彩多口瓶（左右両端は複製）

●日時　　11月27日（日）午後２時～３時30分
	 （開場：午後１時30分から）
●場所　　調布市文化会館たづくり８階映像シアター
●発表者　第一小学校・八雲台小学校・滝坂小学校・上ノ原小学校・石原小学校�
	 計５校から各２人 （５年生)
※�新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当日の来場者を関係者に限定して実施します。

「令和４年度調布っ子“夢”発表会“夢”発表会」を開催します



●「ちょうふの教育」をより良いものにしていくため、みなさんのご意見・ご感想をお待ちしています。
　教育総務課　〒182−0026　調布市小島町2−36−1　☎481−7465　FAX481−6466　メールアドレスsoumu@w2.city.chofu.tokyo.jp
●QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

☆紙面上では市外局番の042の表記を省略しています ちょうふの教育No.85（4）

教育相談所からのご案内教育相談所からのご案内
令和５年４月小学校入学予定のお子さんのいる保護者の方へ令和５年４月小学校入学予定のお子さんのいる保護者の方へ
　特別な支援を必要とするお子さんが発達の状況に応じて、その能力を十
分に伸ばせるよう、適切な就学先を保護者の方とともに相談する「就学相談」
を実施しています。
　調布市立小学校に設置されている特別支援学級・校内通級教室・通級指
導学級への入級や都立特別支援学校への入学には、「就学相談」のお申込み
が必要です。お子さんの成長のために、どのような支援が必要かを、相談員と
の面接や幼稚園・保育園での様子の観察、就学体験会等を経て検討します。
●申込期間：令和４年11月30日まで　　●申込：教育相談所 ☎︎481－7634●申込期間：令和４年11月30日まで　　●申込：教育相談所 ☎︎481－7634

令和4年 3月から令和4年 8月までに、
６回の定例会と２回の臨時会が開催されました。

　教育委員会の開催日・案件・会議録、教育委員会委員の活動報告、教育長交際費
の支出状況など教育委員会の動きを市ホームページ（右上QRコードからアクセス可）
で公開しています。

・次期調布市教育プランの策定方針 ( 案 )について
・令和４年第３回調布市議会提出案件について

主な案件

問合せ／教育総務課　☎481-7465

●支給金額　新入学準備金　５７,060円
●提出期限　令和４年12月28日（水）まで
●申請方法　�申請書に必要書類を添えて、学務課へ持参または郵送にてご提出ください。

　就学援助の認定基準に該当する方に、入学前の令和５年２月に新入学準備金を支給します。お知らせと申請書は、令和４年９月に対象者へ送付し
た就学時健康診断通知書に同封しています。ご希望の方は、学務課へご申請ください。

　中学校新入学準備金は、小学校６年生の児童の保護者で
１月時点で就学援助に認定されている方に支給します。

●支給金額：63,500円　●支給時期：１月末頃

問合せ／学務課　☎481-7473

問合せ／指導室　☎481-7718

問合せ／指導室　☎481-7585

東京学芸大学と連携して支援を行っています。

就学援助申請受付中就学援助申請受付中 今からでも
申請できます

～経済的にお困りの方へ教育費の一部を援助します～～経済的にお困りの方へ教育費の一部を援助します～
　教育委員会では、児童・生徒が学校でひとしく勉強できるように、経済的にお困りの保護者に対して、給食費や学用品費などの学校で必要とする費
用の一部を援助しています。
　対象は、調布市に居住し、公立小・中学校、義務教育学校または中等教育学校（前期課程）に在籍する児童・生徒の保護者で、所定の認定要件に該
当する方です。申請内容を審査して決定します。まだご申請していない方でご希望される場合は、お気軽に学務課へご相談ください。

教育委員会では、不登校児童・生徒への支援を行っています。不登校児童・生徒への不登校児童・生徒への支支援援
訪問型学習支援　令和４年10月に開始予定
　学校を長くお休みしている低学年の小学生・中学生の
家庭に指導員やカウンセラーが訪問し、学習支援や教育
相談を行います。
　令和４年10月開始を予定しています。

適応指導教室「太陽の子」
　不登校又はその傾向がみられる小学生が社会的自立に向けて学ぶ教
室です。

調布市立第七中学校はしうち教室（不登校特例校分教室）
　不登校の中学生が社会的自立に向けて学ぶ学校です。文部科学省の
認可を受け、ゆとりある時間割で学習します。

○学校に行きづらい子どもの保護者の集い
　学校に行きづらいお子さんの保護者の方を対象にした集いを開催します。
　開催内容の変更又は開催を中止する場合があります。参加を希望され
る方は、申込みが必要です。
　詳細は、市ホームページをご確認ください。
　●日時　令和４年11月７日（月）　午前10時から正午まで
　	 令和５年２月27日（月）　午前10時から正午まで
　●場所　調布市教育会館301研修室
　●講師　東京学芸大学教育学部　教授　松尾　直博　先生

○メンタルフレンド
　学校を長くお休みしている小学生・中学生の家庭にメンタルフレンドを
派遣しています。ゲーム、おしゃべりなどの活動を行っています。
　ご希望の方は、在籍する調布市立小・中学校にご相談ください。

○テラコヤ・スイッチ
　テラコヤ・スイッチは、学校を長くお休みしている又は休みがちになっ
ている中学生のための場所です。毎週木曜日午後４時から午後６時まで、
遊びや学びの活動をしています。大学生・大学院生のスタッフが、活動の
支援をしています。
　詳細は、市ホームページをご確認ください。

令和５年４月に小学校入学予定のお子さまの保護者の方へ令和５年４月に小学校入学予定のお子さまの保護者の方へ 就学援助新入学準備金申請受付開始就学援助新入学準備金申請受付開始

教育委員会の開催状況教育委員会の開催状況

調布市ホームページ

保護者の皆様へ
調布市教育委員会

　　教育委員会では，お子さんが学校で等しく勉強できるように，経済的にお困りの保護者に対して，

　教育費の一部を援助する就学援助を行っています。

　　　　保保護護者者のの方方でで４４月月かからら援援助助をを希希望望すするる場場合合はは，，申申請請書書  （（水水色色））を世帯で１枚にまとめて記入し，

　　令令和和４４年年５５月月２２日日【【必必着着】】までに，申請に必要な書類等を必ず添付して，教教育育委委員員会会学学務務課課

　へ提出してください。援助を希望しない方は，提出する必要はありません。

　　なお，５月２日以降の申請については，申請を受付けた月の翌月分からが支給の対象です。

　　昨年度に支給を受けた方も，引き続き援助を希望する場合は，今年度も申請が必要です。

◆   就就学学援援助助のの対対象象者者

　調布市に居住し，公立小・中学校，義務教育学校又は中等教育学校（前期課程）に在籍する児童・生徒

の保護者で，次のいずれかに該当する方です。（申請内容を審査して，援助対象者を決定します。）

　　１１　　生生活活保保護護をを受受けけてていいるる保保護護者者

　　２２　　次次ののいいずずれれかかのの場場合合ににああててははままるる保保護護者者

　　（1）　生活保護法に基づく保護の停止又は廃止を受けた。

　　（2）　世帯全員が，市民税非課税である。

　　（3）　市民税・固定資産税・個人事業税のうちいずれかが減免された。

　　　　　　（減免は非課税とは異なりますので，御注意ください。）

　　（4）　世帯全員が，国民年金の保険料を免除された。

　　（5）　国民健康保険税（国民健康保険料）が減免又は徴収猶予された。

　（第１回支給は８月末頃，第２回支給は翌年１月末頃，第３回支給は翌年４月末頃）

　　（6）　児童扶養手当の支給を受けている。

   ※ 支給月（８月・１月・４月）の翌月になってから通帳を記帳しても振込みが無い場合は，御連絡ください。 　　（7）　生活福祉資金の貸付けを受けた。

● 生活保護を受けている保護者には，（※）印のついた費目は支給されません。

　　（8）　職業安定所登録日雇労働者である。（雇用保険受給者とは異なります。）

　　　　　　令令和和33年年1122月月3311日日ままでで））のの収収入入ままたたはは所所得得のの合合計計がが基基準準額額以以下下のの方方

　                 収収入入・・所所得得額額のの目目安安

  ◆◆　　そそのの他他

  ● 就学援助費は，すべて指定された保護者口座に振込みますので，給給食食費費等等のの学学校校にに納納入入すすべべきき費費目目はは
  ※※上上記記のの表表ははああくくままででももおおおおよよそそのの目目安安でですす。。

　 必必ずず学学校校へへおお支支払払いいくくだだささいい。。未未納納のの場場合合はは，，在在籍籍のの学学校校長長のの報報告告にによよりり，，校校長長がが指指定定すするる口口座座にに振振込込むむ   ※※世世帯帯構構成成・・年年齢齢・・住住宅宅状状況況・・所所得得のの種種類類ななどどにによよりり金金額額はは異異ななりりまますす。。

　　  場場合合ががあありりまますす。。

　   ※※同同一一住住所所にに同同居居ししてていいるる別別世世帯帯のの方方ががいいるる場場合合（（世世帯帯分分離離ししてていいるる場場合合））やや，，単単身身赴赴任任ななどどでで

  ● 調調布布市市外外へへ転転出出さされれたた場場合合はは認認定定取取消消ととななりりまますす。。新新ししいい住住所所地地でで再再度度就就学学援援助助のの申申請請ををししててくくだだささいい。。
　　別別住住所所にに所所得得・・収収入入ががああるる保保護護者者がが住住んんででいいるる場場合合はは，，生生計計をを共共ににししてていいるるととみみななししてて審審査査ししまますす。。

    ●●  申申請請理理由由のの要要件件ががななくくななっったた場場合合はは，，速速ややかかにに学学務務課課へへ御御連連絡絡くくだだささいい。。再再申申請請がが必必要要ににななりりまますす。。
　　必必要要書書類類（（課課税税証証明明書書等等））をを添添付付ししててくくだだささいい。。

  ● 都立学校に在籍の方は，都の給食費・医療費援助も申請してください。詳細は学校へお問い合わせください。       なお，認認定定基基準準にに該該当当すするるかかどどううかか，，電電話話やや窓窓口口でで事事前前にに回回答答すするるここととははででききまませせんんが，御不明

　点や相談事項等ありましたら学務課にお問い合わせください。

お問合せ 〒182-0026　調布市小島町2-36-1　調布市教育会館　1階

◆ Public School Enrollment Assistance

調布市教育委員会　教育部学務課　電話042（481）7473・7474

受付時間　　午前8時30分～午後5時15分（土・日曜日及び祝日を除く）

6人

約376万円

未満

約425万円

未満

約535万円

未満
世帯人数

2人 3人 4人 5人

約578万円

未満

約184万円

未満

約256万円

未満

約296万円

未満

約383万円

未満

約418万円

未満
令和3年中の収入額

令和3年中の所得額

約275万円

未満

 　Support is available for the parents of children who find paying for school enrollment financially difficult.

 　Those who want to receive support should apply beforehand. Applications will be screened.
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　　３３　　上上のの１１ままたたはは２２以以外外のの保保護護者者でで，，世世帯帯全全員員分分のの令令和和３３年年中中（（令令和和33年年１１月月11日日かからら

● 原則として，１年分を３回に分けて，指定された口座に振り込みます。

－－１１－－

－－４４－－

就就学学援援助助ののおお知知ららせせ

◆◆ 支支給給金金額額のの決決定定

● 各学期終了後，学校からの報告を個別に確認し，支給金額を確定します。

● 新入学学用品費は，転入者等で入学前に他市区町村において同様の費目の支給を受けた場合は，支給さ

れません。

● 修学旅行費は，実施後，参加された方に支給します。

● 体育実技用具費は，生徒全員が個々に用意することとされている学校に限り，在学中に１回のみ支給し

ます。（柔道着を貸与される学校は対象外）

● 支給される金額等の詳細につきましては，認定通知書の裏面でお知らせします。

令和４年１月以降に

新型コロナウイルス

感染症の影響により

収入が激減した方で

申請希望の方は，学

務課に御相談くださ

い。

◆◆    受受けけらられれるる援援助助のの内内容容（（金金額額はは令令和和44年年度度１１年年間間のの支支給給予予定定額額））

小１ 小２ 小3・4 小５ 小６ 中１ 中２ 中3

46,725 48,950 51,150 53,350 53,350

生活保護を受

けている方

11,000
8,800

生活保護を受

けていない方

11,000
28,800

４月に認定されていて，かつ調布市で

前年度新入学準備金を受給した者のみ

（差額を支給）

新新入入学学学学用用品品費費  （（※※））
3,000

備　考

特別支援学級（固定学級）在籍者のみ

参加者のみ

該当学年には移移動動教教室室費費・・修修学学旅旅行行費費を支給します

年度途中の認定者には月割額を支給

2,270

４月に認定されていて，かつ前年度新

入学準備金を受給していない者のみ

１月に認定されている者のみ

通通  学学  費費  （（※※））

※給食回数により，金額は

異なります。

支給は学期ごと。

学校で徴収する給食相当額を支給

※小学校の金額は目安です。

22,730

特別支援学級（固定学級）へ最も経済的な方法で通学した場合の

交通費のみ

11,630

医医  療療  費費

63,500

2,270

学校保健安全法に定める疾病（ トラコーマ，結膜炎，白癬，疥癬，膿痂疹（とびひ），中耳炎，慢性副鼻腔炎，アデ

ノイド，う歯（虫歯），寄生虫病）に限り，医療券を事前に交付し，通常保護者が負担することとなる自己負担分を市

が医療機関に支払います。医療券の交付を希望する方は，認定後，学校に申請書を提出してください。

実費（上限あり）
授業で使用する柔道着を購入した者の

み

3,465

1,600 1,600 1,600 2,400

体体育育実実技技用用具具費費  （（※※））

卒卒業業記記念念品品費費

11,630 11,630 22,730 22,730

費　目

学学用用品品費費  （（※※））

通通学学用用品品費費  （（※※））

給給  食食  費費　　（（※※））

2,270
2,270 2,270

11,630 11,630

2,270

３月に認定されている者のみ

校校外外活活動動費費

新新入入学学準準備備金金  （（※※））

2,310

63,500

2,400
2,310

57,060

第１号様式（第４関係）     令令 和和 ４４ 年年 度度 ㊙㊙ 就就  学学  援援  助助  申申  請請  書書  兼兼  委委  任任  状状  ００４４―    ― 
※学務課記入欄 

※※  １１世世帯帯１１枚枚御御記記入入くくだだささいい。。（（希希望望すするる児児童童・・生生徒徒がが４４人人以以上上のの場場合合はは，，２２枚枚にに分分けけてて御御記記入入くくだだささいい。。））  

 調布市教育委員会教育長 様 
 下記のとおり相違ありませんので，令和４年度就学援助を申請します。認定審査において，必要な場合には，調布市が保有している世帯

全員に係る住民基本台帳及び税務等の個人情報を調査し，利用することに同意します。 

 審査の結果，受給資格を認定されたときは，教育部学務課長を代理人と定め，当該援助費に関する請求・返納等，一切の権限を委任しま

す。また，当該援助費は下記の口座へ振込みいただくよう委任します。 

 

 令令和和    年年      月月        日日            申申請請者者（（保保護護者者））                                ㊞㊞  
 就学援助対象者に認定された後，私に係る令和４年度就学援助費で学校に納入すべき援助費目に未納がある場合は，在籍する学校長を代

理人と定め，当該就学援助費に係る手続を次のとおり委任することとし，その場合は当該学校長が指定する口座に振り込んでください。 

１ 令和４年度就学援助費の受領に関すること。 
２ 前項により受領した就学援助費のうち学校に納入すべき援助費目の保護者負担分の支払に関すること。 

３ 前項により支払った後の就学援助費の残額の委任者への支払に関すること。 

 

 令和    年   月     日      委任者（保護者）                     ㊞ 
保保護護者者住住所所  

調布市                                           ℡     ―    ― 携帯等日中の連絡先     ―    ―  

住住宅宅状状況況  
(○をつけてください) 

１ 持  家（家族所有含む） ２ 賃貸住宅（申請理由３の方は，賃貸契約書等のコピーが必要です。） 前前年年度度就就学学援援助助受受給給状状況況  １ 有 
２ 無 

希希
望望
すす
るる
児児
童童
・・
生生
徒徒
氏氏
名名  

児童・生徒氏名 
生年月日 

学校名・学年・組 

フリガナ                     

平成   年   月   日 調布市立        学校   年     組 

フリガナ                  
         

平成   年   月   日 調布市立           学校   年     組 

フリガナ                       
        

平成   年   月   日 調布市立           学校     年     組 
申申
請請
理理
由由
（（
裏裏
面面
もも
ごご
覧覧
下下
ささ
いい
））  

該
当
す
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い 

１ 生活保護法の保護を受けている。 ２ 次のいずれかの場合にあてはまる。  (１) 生活保護法に基づく保護の停止又は廃止を受けた。  (２) 世帯全員が，市民税非課税である。  (３) 市民税・固定資産税・個人事業税のうちいずれかが減免された。 
 (４) 世帯全員が，国民年金保険料を免除された。 (５) 国民健康保険税（国民健康保険料）が減免又は徴収猶予された。 
 (６) 児童扶養手当の支給を受けている。  (７) 生活福祉資金の貸付けを受けた。  (８) 保護者が職業安定所登録日雇労働者である。 ３ その他(                                                          ) ※理由を御記入ください。 振振

込込
口口
座座  

金 融 機 関 名 
銀行・信金 (金融機関コード      )信組・農協 

支店名  支店  （支店コード       ） 

預金 

種類 
普通・当座 

フリガナ 

口座名義人 

                                口座 

番号        
下下記記のの内内容容にに該該当当すするる方方はは，，世世帯帯構構成成欄欄にに御御記記入入くくだだささいい。。  
・特別な理由により調布市以外に住民登録がある方    ・単身赴任等で調布市以外に住民登録がある保護者 

・同住所で生計を同一にする住民登録が別の世帯の方  

世 

帯 

構 

成 

氏  名 
フリガナ 続柄 生年月日 

職業・学校等 

 

学務課収受印 

１  
 

    年  月  日  
２  

 
    年  月  日  

３  
 

    年  月  日  
４  

 
    年  月  日  

※裏面を御確認のうえ申請に必要なものを添付し，申請してください。 

要・準（  ）・非 

　申請書は、４月上旬に各学校から全児童・生徒の
保護者へ配付しています。お手元にない場合は、学務
課または学校で受け取る
か、市ホームページ（右
QRコードからアクセス
可）からダウンロードす
ることも可能です。

　申請書に必要書類を添えて学務課へ持参または郵
送で提出してください。
　申請は令和５年２月末まで随時受付けています。
認定の場合は受付月の翌月分から支給対象となりま
すので、お早めに申請してください。

申請方法を教えてください。
また、いつまで申請できますか？

申請書はどこで受け取れますか？

認定の要件にはどのよう
なものがありますか？

　児童扶養手当を受給されている方、市民税が非課税の
方や収入または所得の合計が基準額以下の方など、従来
の要件に加え、今年度も新型コロナウイルス感染症の影響
等により、次の要件に該当する方も申請することができま
す。申請時の必要書類等は学務課へお問合わせください。
　・�生活福祉資金の特例貸付（緊急小口資金・総合支援
資金）を受けた方

　・�新型コロナウイルス感染症の影響により収入が激減し
たことで経済的にお困りの方で、減少後の所得が年
間換算で基準額未満の方

その他の認定要件につきましては、市ホームページ（右
QRコードからアクセス可）または申請書をご確認ください。

　世帯構成、年齢、住宅状況、所得の種類などに
より異なります。（参考）目安　４人世帯　収入額：
425万円未満　所得額：296万円未満

認定となる収入の目安
はどれくらいですか？

給食費・学用品費・通学用品費・校外活動費・
新入学学用品費・新入学準備金・卒業記念
品費・移動教室費・修学旅行費・体育実技
用具費・通学費・医療費
※�学年や認定月により受けら
れる援助の内容や支給金額
が異なります。
　【支給金額の例（年額）】
・小学校６年生　約16万円
・中学校３年生　約18万円

どのような援助が
受けられますか？


